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投資事業評価調書（継続：再評価〔第２回〕）
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道路街路課
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（担当者氏名）

道路街路課長 杠 典英

（副課長兼国道係長 松田 智）

（ ）

内線
4362 

（4374）

事業種目 道 路 新規評価年度 － 現計画 前回評価時点

事業採択年度 H8 総事業費 ６８億円 ８０億円
事業名

道路改築事業

一般国道 372 号小原豊国ﾊﾞｲﾊﾟｽ 着工年度 H8 内用地補償費 ４５億円 ５３億円

完成予定年度 H26 H24 事業区間 姫路市飾東町
しきとうちょう

小原
お は ら

～豊国
とよくに

再評価年度 H17
進 捗 率

(内用補進捗率)
７８％(73％） ５７％(51％）

所在地 姫路市飾東町
しきとうちょう

小原
お は ら

～豊国
とよくに

残事業費 １５億円 ３４億円

事 業 の 目 的 事業内容（）前回評価時点

・国道372号は、播磨地域と丹波地域を結ぶ幹線道路であり、阪神・

淡路大震災時には、臨海部幹線道路の代替ルートとして機能し

た。

・しかし、当該区間は、姫路市中心市街地への流出入交通が集中す

るにもかかわらず、幅員が狭小で慢性的な渋滞が発生している。

また、歩道未整備区間も存在し、H19年度には、死亡事故も発生

しているなど、交通の隘路となっている。

・そのため、バイパス及び現道拡幅により、交通渋滞の解消、自転

車歩行者の安全性確保を図るとともに、地域の活性化、緊急輸送

道路ネットワークの形成を図る。

道路改築事業 Ｌ＝6,164ｍ( 〃 )

小原工区(ﾊﾞｲﾊﾟｽ) L=2,314m( 〃 )

山崎八重畑工区(現道拡幅)L=1,650m( 〃 )

豊国工区(ﾊﾞｲﾊﾟｽ) L=2,200m( 〃 )

【構造規格】第３種第２級(平地部)

【計画幅員】6.5(16.0)m(2車線＋両側歩道)

【計画交通量】12,600台/日(12,200台/日)

【現況交通量】17,716台/日:H17交通ｾﾝｻｽ

（15,799 台/日:H11 交通ｾﾝｻｽ）

【負担割合】 国:5.5/10，県:4.5/10

・事業着手時と比べ交通量は増加(H9ｾﾝｻｽ15,969台/日→H17ｾﾝｻｽ17,716台/日、約１割増)している。

事業を取り巻く

社会経済情勢

等の変化

【前回評価時点からの事業計画の変更概要】

・工場など物件調査の結果、補償費を見直した事等により、事業費を約 12 億円減額する。

・全体延長約６km と長い本事業については、事業効果を早期に発現すべく、バイパス２工区と現道

拡幅工区に３分割し、先行区間の完了目処が立った後に次期工区の用地買収に着手することとして

いる。そのため、山崎八重畑工区の用地買収については、交渉が難航していた豊国工区の用地買収

完了後（Ｈ１９）に着手したこと、および橋梁架替を含む拡幅工事に今後約４年間を要すことから、

完了予定年度をＨ２６年度とする。

進捗状況

・進捗率は、事業費ﾍﾞｰｽで７８％、用地取得で７３％である。(平成22年度末見込)

・小原工区(L=2,314m)については、平成14年度に供用済み。

・豊国工区(L=2,200m)については、平成19年度に供用し、ｾﾝﾄﾗﾙﾊﾟｰｸ前交差点の渋滞解消を図った。

・残る山崎八重畑工区（L=1,650m）については、用地買収(16件)と道路改良工事を進めている。

・なお、バイパス部の旧道については、姫路市への引継ぎを終えている。

評価視点 評価結果の説明

審査会意見

及び

対応方針
(H17 年度 再評価)

【審査会意見】

・現道の線形不良・幅員狭小などの課題を解消するバイパス整備また

は現道拡幅事業で、交通事故を防止するとともに渋滞を解消し、安

全で円滑な道路交通を確保するものであり、今後とも必要と認めら

れるため、事業継続は妥当である。なお、事業効果の発現のため、

早期に事業完了するよう努められたい。

【対応方針】

・工区分割により早期に事業

効果を発現すべく、H19 年

度に豊国 BP（L=2.2km)の供

用を図った。

(1)必要性

(2)有効性

・効率性

(3)環境適合性

(4)優先性

・整備済の国道372号花田バイパスと一体となって、姫路市中心市街地へ集中する交通をバイパスに

分散することにより、渋滞を緩和する。

・現道は幅員狭小で、特に大型車の走行に支障を来しているため、車道幅員を拡幅し、交通の円滑

化を図る。

・自転車歩行者道の整備により、通学児童等の安全･安心な空間を確保する。

・国道372号は、阪神・淡路大震災時に臨海部幹線道路の代替ルートとして機能するとともに、緊急

輸送道路に位置づけられており、当該区間の整備により緊急車両の円滑な走行を確保する。

・沿道に人家が連担しており拡幅が困難な区間はバイパス計画とし、それ以外は現道拡幅する「都

市計画」に基づき、施行している。

・費用便益比 Ｂ／Ｃ＝１．６(全体)，４．２（残) （前回Ｂ／Ｃ＝２．６）

・交通円滑化による排気ガス減少や、排水性舗装の施工により地域の環境改善を図る。

・残区間となる山崎八重畑工区の車道拡幅と自転車歩行者道の設置により、円滑な自動車交通の確

保や通学児童をはじめとする自転車歩行者の安全性の確保につながること、また、用地買収が73％

完了していることから早期の完成が望まれている。

再評価
の結果 継続

左の
理由

・事業の必要性は事業採択当時と変わらず、姫路市をはじめ地域からも早期完成を望む声
が強いことから、継続して事業を実施する必要がある。

道街-1



事業進捗状況概要図（継続：再評価〔第２回〕）

事業名 道路事業 路線・河川名 一般国道 372 号 小原豊国ﾊﾞｲﾊﾟｽ 

事業進捗状況・予定 整備効果

全体

H8～26 年度【事業費＝６８億円】

延長：L=6,164ｍ
用地買収面積：約62,000m2
物件補償：57件

前回再評価

まで（実績）

事業採択から H17 年度【事業費＝４３億円】

平成14年度 小原工区（L=2,314m）供用

小原工区の供用により、線形

不良区間の解消や自転車歩

行者等の安全が確保できた。

過去

５年間

H18～22 年度【事業費＝１０億円】

平成19年度 山崎八重畑工区の用地買収推進
豊国工区（L=2,200m）供用

豊国工区の供用により渋滞

交差点の解消が図られた。

今後

４年間

（予定）

H23～26 年度【事業費＝１５億円】

山崎八重畑工区の用地買収推進（16件）
〃 工区の道路改良工推進

平成26年度 山崎八重畑工区供用（L=1,650m）

全線供用により、通学児童の

安全性の確保や現道の線形

不良区間の解消など、安全で

安心な交通確保を図る。

道街-2

←至岡山

山陽姫路東IC

至大阪→

姫路城

姫 路 市

←至岡山

至篠山→

加西市

山陽電鉄
姫路駅

中播磨県民局

一般国道372号 小原豊国バイパス(H8～H26）
L=6,164m W=6.5（16.0）m 全体C=6,800百万円

花田IC

山陽自動車道

砥堀ﾗﾝﾌﾟ

小原工区（H8～H14：供用済）
バイパス L=2,314m

豊国工区（H8～H19：供用済）
バイパス L=2,200m

山崎八重畑工区（H17～H26）
現道拡幅 L=1,650m

至
豊

岡
市

→

播
但
連
絡
道

JR姫路駅

花田バイパスL=2.7km（H8完成）

谷内小学校

加古川市

←至岡山

山陽姫路東IC

至大阪→

姫路城

姫 路 市

←至岡山

至篠山→

加西市

山陽電鉄
姫路駅

中播磨県民局

一般国道372号 小原豊国バイパス(H8～H26）
L=6,164m W=6.5（16.0）m 全体C=6,800百万円

花田IC

山陽自動車道

砥堀ﾗﾝﾌﾟ

小原工区（H8～H14：供用済）
バイパス L=2,314m

豊国工区（H8～H19：供用済）
バイパス L=2,200m

山崎八重畑工区（H17～H26）
現道拡幅 L=1,650m

至
豊

岡
市

→

播
但
連
絡
道

JR姫路駅

花田バイパスL=2.7km（H8完成）

谷内小学校

加古川市

事業箇所事業箇所

黒

赤

黄

H17まで

H18～22

H23以降

凡 例

黒

赤

黄

H17まで

H18～22

H23以降

凡 例



←至岡山

山陽姫路東IC

至大阪→

凡 例
：高速道路
：国道
：事業区間
：県道

姫路城

姫 路 市

←至岡山

至篠山→

加古川市

山陽電鉄
姫路駅

中播磨県民局

一般国道372号 小原豊国バイパス(H8～H26）
L=6,164m W=6.5（16.0）m 全体C=6,800百万円

山陽自
動車道

砥堀ﾗﾝﾌﾟ

小原工区（H8～H14：供用済）
バイパス L=2,314m

豊国工区（H8～H19：供用済）
バイパス L=2,200m

JR姫路駅

山崎八重畑工区（H17～H26）
現道拡幅 L=1,650m

至
豊
岡
市
→

谷内小学校

事業箇所

播
但
連
絡
道

3.00 3.00 3.25 3.25 3.25 3.253.00 3.003.00 3.00

計画断面図

14.07.00

現況断面図
（山崎八重畑工区）

計画断面図
（小原工区、豊国工区）

16.0

0.50 0.50 0.75 0.75 0.75 0.75

1.00 1.00

花田バイパスL=2.7km（H8完成）

花田IC

一般国道３７２号 小原豊国BP位置図

道
街
－

3

加 西 市



豊国工区（H8～H19）
山崎八重畑工区

小原工区（H8～H14）

一般国道372号 小原豊国BP（H8～H26）

L=6,164m W=6.5(16.0)m 全体C=6,800百万円

一般国道372号 小原豊国バイパス 道路改築事業

起
点

終
点

至姫路

至篠山

(－
)飾
東
御
着

停
車
場
線

(－)神戸加古川姫路線

山陽自
動車道

播
但
連
絡
道

至姫路東IC至豊岡

谷内小学校

L=2,200m（供用済） L=2,314m（供用済）L=1,650m
（H17～H26）

(－
)山
下
飾
東
線

(－
)豊
富
御
国
野
線

至大阪

高速道路
事業区間

国道372号
県道

凡 例

旧道

道
街
－

4

寺市橋L=10m



山崎八重畑工区 L=1,650m

一般国道372号 小原豊国バイパス（H8～H26)
全体C=6,800百万円 L=6,164m W=6.5(16.0)m

豊国工区 L=2,200m

進捗状況

＜小原豊国BPの整備状況＞
○H8年度から小原工区と豊国工区の調査・測量・設計、H9年度
から用地買収に着手し、H14年度に小原工区・H19年度に豊国
工区を完成し全体L=6.164mのうちL=4,514m（約73%）が供用して
いる。（H22末時点の全体進捗率：78%）
○H17年度から山崎八重畑工区の調査・測量・設計に着手し、
H22年度現在も用地買収の進捗を図りつつ、買収済み箇所の
工事に着手し、H26年度完成予定
（山崎八重畑工区の進捗率：約50％）

1

姫路

京都

1

←至姫路

至篠山→

小原工区 L=2,314m
県
道
山
下
飾
東
線

播
但
連
絡
道

谷内小学校

県
道
神
戸
加
古
川
姫
路
線

天
川

計画道路幅W=14.0m

京都

２

道路予定線

４

京都

豊国工区（整備済区間）

山崎八重畑工区（未整備区間)

小原工区（整備済区間）

(一
)山
下
飾
東
線

３

京都

山崎八重畑工区（未整備区間)

2

3 4道
街
－

5 寺市橋L=10m



山崎八重畑工区 L=1,650m

一般国道372号 小原豊国バイパス（H8～H26)
全体C=6,800百万円 L=6,164m W=6.5(16.0)m

豊国工区 L=2,200m

←至姫路

至篠山→

小原工区 L=2,314m
(一

)山
下
飾
東
線

播
但
連
絡
道 (一)神

戸
加
古
川
姫
路
線

天
川

山崎地区2
24名

山崎地区１
16名

・40名が歩道未整備のため、
天川堤防道路を通学路とし
て利用している

＜現道状況＞
・残区間となる山崎八重畑工区は、沿道に人家が連担し谷内小学校の通学区域内でありながら、国道372
号が歩道未整備であるため、通学児童をはじめとする歩行者、自転車の安全性が確保出来ていない状況
となっている。（通学児童約40名）
・このため、歩車道が分離されていない天川堤防道路を通学せざるを得ず、安全性が確保されていない。
・これらの課題を解消するため、残区間の整備を推進し、通学児童等の安全性を確保する必要がある。

2

1

谷内小学校

至京都

3

国道を横断する通学児童(山崎地区)

歩行者を避けて通過する大型車両

歩行者を避けて通過する大型車両

八重畑地区
20名

21

(一
)山
下
飾
東
線

←姫路東IC

凡 例
：歩道所
：通学路
：死亡事故箇所×

×

合計60名の児童が通学時に
国道372号を横断している

５

4
3

4

天川堤防道路を通学する児童

天川

H19年度の死亡事故箇所

５

至姫路

道
街
－

6

現道状況
（通学路等）



■継続事業

①前回評価工程及び実施工程

②Ｂ／Ｃ根拠説明資料

便益（Ｂ）の項目

事

業
B（便益） 算出方法

①走行時間短縮便益

○目的地までの所要時間が

短縮されることによる便益

整備無しの走行時間費用－整備有りの走行時間費用

走行時間費用：Σ（交通量×走行時間）×時間価値原単位×３６５日

②走行経費減少便益

○走行速度の向上や走行距離の

短縮により、燃料費などが節減さ

れる便益

整備無しの走行経費－整備有りの走行経費

走行経費：Σ（交通量×距離）×走行経費原単位×３６５日
道

路

③交通事故減少便益

○中央分離帯の設置や通過する

主要交差点数の減少により、交

通事故が減少する便益

整備無しの事故損失額－整備有りの事故損失額

事故損失額：Σ〔交通量×距離×単路部(交差点以外)の事故損失原単位

＋交通量×主要交差点数×交差点部事故損失原単位〕

費用便益比（Ｂ／Ｃ）算出根拠

B（便益） C（費用）

総費用 事業費 維持管理費
事

業
事業名 便益額

(百万円)
代表的な効果

(百万円) (百万円) (百万円)

B／C

①走行時間

短縮便益
12,860

②走行経費

減少便益
260

③交通事故

減少便益
-210

全
体
事
業
費

計 12,910

時間短縮

22.0 分→14.7 分

（6.1km）

計画交通量

１２，６００台/日

７，９３３ ７，５１３ ４２０ １．６

①走行時間

短縮便益
5,190

②走行経費

減少便益
310

③交通事故

減少便益
-20

道

路

一般国道

372 号

小原豊国

ﾊﾞｲﾊﾟｽ

残
事
業
費

計 5,480

時間短縮

6.1 分→4.1 分

（1.7km）

計画交通量
(山崎八重畑工区)

９，８００台/日

１，３１６ １，２０４ １１２ ４．２

道街-7

：実施・計画

：前回評価(H17)

調査設計

用地補償

道路改良

調査設計

Ｈ８ Ｈ９

豊
国
工
区

調査設計
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